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伝統文化継承
炭窯作り
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伝統文化継承
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伝統文化継承
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伝統文化継承
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伝統文化継承
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伝統文化継承
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伝統文化継承
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自　然　薯　栽　培

19共同取組活動
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共同取組活動
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共同取組活動
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雪折木
での堆
積の杉
枝・葉

　堰延長
１.６km山
林内のため
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水路農道管理
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水路農道管理
山林隣接地の除草
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共同取組活動（法面管理）
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水路農道管理

崩壊法面復旧作業
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水路農道管理
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薬用植物ムラサキ(紫根)

35
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紫根染のシルク
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紫根を原料に、染織家の国画会会員、笠原 博司にお願いし
染めたポケットチーフです
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ムラサキの根 紫根
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美しいキモノ　（婦人画報）取材  2023.7
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紫根収穫　　R5.11

ムラサキ収穫
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施工前 完了

排　水　路　新　設　工　事

排⽔路新設⼯事予定位置図 (R2)
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紫　根　を　原　料　の　　商　品

オールインワンジェル

入浴剤
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農林水産省との意見交換会
2020.1.9
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後継者が決
まっている
場合ほどど
なたですか

後継者が決
まってない
場合、どな
たに依頼予

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ （ex:息⼦）（ex:農地バンク） はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

2２名 19 3 11 11 14 8 1 10 12 10 13 9 9 13 12 10 11 11
86% 14% 50% 50% 64% 36% 5% 45% 55% 45% 59% 41% 41% 59% 55% 45% 50% 50%

＊ イノシシ等の獣害拡⼤、対策の必要が⼤きくなる

＊ 集落構成員が⾼齢になり、農作業がキツくなってきている為構成員間で相互に

農作業を協⼒しながら作業の軽減化を図っていきたい。

＊ 作業の効率上げる為農地を交換（集約化）して作業効率を上げていく必要ある。

＊ 後継者いない為、考え中。

＊ 兼業農家で休⽇を利⽤して息⼦と⼀緒に⽔稲に取り込んでいる。

これから先１０年位は継続出来るかと思うが、その後の農業に関わる諸条件、農業の魅⼒

地区の地形条件を考えると息⼦に強要できないし、将来の計画は息⼦の考えや判断になると思う。

１		協定農用地の将来像を踏まえた集落の状況について

① ② ③ 4（③の回答が「いいえ」の⽅のみ回答 ⑤ ⑥ ⑦

２. 集落協定の抱える課題や解決等について

下記の記載（意⾒）ありました

⑧

イノシシ等の⿃獣
被害を受けていま

すか

集 落 協 定 の 構 成
員 の 間 で農 業 ⽤
機 械 の 共 同 利 ⽤
を し てい ま す か

６年~10 年後まで
に耕作や保全管理
を続ける ことが出
来ますか?

引き続き耕作や保全
管理⾏う後継者決

まっている

改修や補修が必
要な⽔路ありま

すか

改修や補修が必
要な農道ありま

すか

荒廃農地やその
恐れがある農地

ありますか

⾃分が管理している農
地、⽔路農道に農作業
事故につながる危険な
ところはありますか

被害有り
86%

無し
14%

①：⿃獣被害
被害有り 無し

共有
50%

無し
50%

②：機械共同

継続可
64%

継続不
36%

③：保全管理の継続（６〜１０
年）

継続可 継続不

後継者あり
55%

無し
45%

④ー１：後継者

５期（令和５年現在）構成員年齢

有り
59%

無し
41%

⑤：⽔路改修・補修

有り 無し

有り
41%無し

59%

⑥：農道の補修・
改修

有り 無し

有り
55%

無し
45%

⑦：荒廃農地

有り
50%

無し
50%

⑧：農地⽔路農道で事故につなが
る危険箇所
有り 無し

44歳 ～ 82歳
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取り組みの成果や今後の課題等

共同取り組み活動が農地保全のみならず集落のコミニケーションの
一役となっている。
中でも、木炭づくリは第一期からの継続事業であり、今後も地域の
団結力・周辺山林の保全を含めた、伝承活動の一環として引き続き
継続して行きたいと考えている。

又、今後は近年増加している有害鳥獣からの地域ぐるみでの防衛策
として、電気柵設置・作付け品種の工夫・廃棄作物の適切な管理等が
が必要となってくると考える又、構成員の高齢化に伴い今後の共同作業

薬用植物栽培の促進。

などが今後の課題である。
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